
②
は
符
篠
に
続
け
て
数
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
墨
痕
が
薄
く
判
読
で
き

な
い
。
呪
符
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
木
簡
の
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
新
潟
大
学
の
矢
田
俊
文
氏
、
上
越
市

公
文
書
館
準
備
室
の
福
原
圭

一
氏
、
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
の
前
嶋
敏
氏
の
ご

教
示
を
得
た
。

（１
１
７
　
遠
藤
恭
雄
、
８
　
相
沢
央

〈新
潟
市
歴
史
文
化
課
》

新
た
な
百
済
木
簡

の
出
土

韓
国
木
簡
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
新
羅
木
簡
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
最

近
、
百
済
木
簡
の
出
土
が
相
次
い
で
お
り
注
目
さ
れ
る
。

ま
ず
、
韓
国
木
簡
学
会
発
行
の
学
術
誌

『木
簡
斗

文
字
』
創
刊
号
で
、

扶
余

。
双
北
里
ヒ
ョ
ン
ネ
ド
ゥ
ル
北
浦
遺
跡
か
ら
七
点
以
上
の
木
簡
が
出

土
し
て
い
た
こ
と
が
公
表
さ
れ
た

（李
阪
雙

・
テ
善
泰

「扶
餘
雙
北
里

咀

嘲

〓

・
北
浦
遺
跡
引
　
調
査
成
果
し
。
い
ず
れ
も
断
片
的
な
内
容
だ

が
、
「□
率
牟
氏
丁

一
」
な
ど
人
名
と
丁
数
を
列
記
し
た
も
の
や
、
「徳
率

首
比
」
と
い
う
官
位
と
人
名
を
記
し
た
付
札
が
あ
る
。

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
四
月
、
す
ぐ
近
く
の
双
北
里
二
人
〇
十
五
番
地
遺

跡
か
ら
も
六
点
の
木
簡
が
出
上
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
公
表
さ
れ
た

一
点
は
、

残
存
長
約
二
九
セ
ン
チ
で
表
裏
と
も
三
段
に
分
け
て
人
名
と
石
数
を
列
挙

し
て
い
る
。
同
年
七
月
に
は
羅
州

・
伏
岩
里
遺
跡
か
ら
、
百
済
で
は
初
め

て
の
地
方
木
簡
が
二
点
出
土
し
た
。　
一
点
は
残
存
長
三
二
セ
ン
チ
あ
り
、

「中
□
四
」
な
ど
人
の
管
理
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
内
容
が
数
段
に
分
け

て
数
十
字
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
の
木
簡
も
、
百
済
の
文
書
行
政
の
水

準
を
示
す
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
今
後
の
調
査

。
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
ニ
カ
所
の
遺
跡
に
つ
い
て
の
報
道
資
料
は
、
韓
国
文
化
財

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
（橋
本

繁
）

(2)赤外




